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オリジナル Linuxの製作 

柳井 克仁 

 

１．まえがき 

普段自分たちはパソコンのOSとしてWindows

を使っている場合がほとんどだが、その機能はど

うやって実現しているかを知ろうとしたとき

Windows はバイナリファイルという機械語に変

換したものしかないのでよくわかりません。そこ

でLinuxというオープンソースのＯＳを作ってみ

ることによりその仕組みを理解したいと思いこの

テーマに取り組みました。 

 

２．原  理 

「Linux」は本来ＯＳ(オペレーティングシステ

ム)の中心のソフトウェア「カーネル」を指す言葉

です。 

コンピュータはハードウェアだけでは動きませ

ん。そのため、人間が扱いやすいようにプログラ

ミングを行いそれを実行することで簡単に操作で

きるようにしました。そのソフトのことをＯＳと

呼びます。 

ＯＳはほとんどの場合、ソースコードを公開し

ていません。しかし、Linux はソースコードを公

開し誰でも自由に改変することができます。その

ため、1991 年に誕生して以来、世界中のプログラ

マが改良し、今では Windows や MacOS と肩を

並べるまでになりました。 

また、Linux カーネルを中心として、「Fedora」

「Ubuntu」「Debian」など、多数のディストリビ

ューションが存在します。 

ＯＳの機能としては、ソフトウェアなどをタス

クと呼ばれるまとまりにして処理するためのタス

ク管理、メモリーが不足したときなどに警告を発

するなどメモリ関連を管理するメモリ管理、ハー

ドディスクやメモリーカードなどの記録媒体から

ファイルの読み書きをするファイルシステム、停

電や装置の故障などのような障害への対応、現在

では当たり前となっているインターネットへの接

続などを行うネットワーク機能、ログインのパス

ワードやデータの暗号化などのセキュリティ、マ

ウスやキーボードなどのデバイスドライバなどが

あります。現在のＯＳではグラフィカルな操作を 
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図 2 ＧＵＩの例 

 

行うためのＧＵＩの機能も加わっています。 

初期のＯＳは文字や記号だけが黒い画面に表示

され、ソフトウェアもひとつずつしか実行できま

せんでした。（図 1）これをＣＵＩと呼びます。 

このＣＵＩに比べ最近のＯＳはアイコンがあり

それをマウスでクリックするとソフトウェアが起

動でき、Word をしながら Excel を使ったりと複

数のソフトウェアを使用できます。（図 2） 

このようにグラフィックで表示され直感的に操

作できるように作られたものをＧＵＩと呼びます。

最近のＯＳは特定用途のものを除きほとんどがＧ

ＵＩになっています。 

今回作成したＯＳ（図 3）はＣＵＩですがその

理由はＧＵＩより作ることが簡単だったからです。 

 

３．研究内容 

もっとも簡単なものとしてＣＵＩの OS を作り 
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図 3 作成した LinuxOS 

 

ました。 

製作環境は Linux ディストリビューションの

「Fedora」を使用しました。 

文献に載っていたアドレスのページからカーネ

ルやコマンド集、ライブラリなどのソースをダウ

ンロードします。 

それらは圧縮されているので解凍して適当なフ

ォルダにまとめました。 

次に、そのソースを「端末」と呼ばれるコマン

ドプロンプトのようなソフトを使いコンパイルを

行います。これにはかなりの時間がかかりました。 

今度はＵＳＢメモリーに LinuxOS を導入しま

す。ＵＳＢメモリーからＯＳを起動するのに必要

な設定ファイルのほとんどは開発環境の

「Fedora」のものを使いました。今回設定したの

は電源を入れてから画面に「Login:」という文字

が表示されるまでを作りました。 

まず、ＵＳＢメモリーの最初に読み込まれる場

所にブート・ローダーと呼ばれるソフトを組み込

みます。これは、目的のＯＳのカーネルを起動す

るためのソフトウェアです。これは、「Fedora」

のものを使用しました。 

その次は、ＯＳにＵＳＢメモリーなどを認識さ

せるためのドライバなどを保存するためのルー

ト・ファイル・システムを作成しました。 

その後、日本語キーボードを使用可能にする設

定などを施し、ＵＳＢメモリーに書き込みやすく

するために圧縮してまとめました。 

最後にＵＳＢメモリーをフォーマットし、パー

ティションを作成後、圧縮した LinuxOS をＵＳ

Ｂメモリーに移動し、展開してブート・ローダー

を変更して完成です。 

なお、このＯＳを作るときに使った Linux カー

ネルは Intel 製のＣＰＵ専用なので、他の会社の

ＣＰＵを使っているＰＣでは使用できません。 

 

４．まとめ 

 ＯＳとは、そのままでは素人では使いにくいハ

ードウェアをプログラムを介して簡単に操作でき

るようにするソフトウェアのことを言います。現

在では、マイクロソフト社の Windows、アップル

社の MacOS、世界中のユーザーが開発している

Linux などがあります。 

 その中で、Linux は Linux カーネルを中心にさ

まざまなディストリビューションが作られている。 

 今回、作成した LinuxOS は Linux カーネルを

基に様々なディストリビューションと呼ばれるＯ

Ｓが作られています。ＯＳを作ることはとても難

しいと思っていましたが、ソースファイルを集め

てコンパイルして設定を行うだけで最低限の機能

を持ったＯＳは作れることがわかりました。 

 

５．あとがき 

 普通、パソコンを扱うときにあまり意識しない

ＯＳですが、今回調べてみてＧＵＩやファイルシ

ステムだけでなく、メモリ管理やタスク管理など

目に見えない部分でも思っていた以上にＯＳはさ

まざまな処理をしていることがわかりました。 

 また、Linux は開発されて以来世界中で改良さ

れ、現在では Windows ほどではないにしろさま

ざまな場所で使われていることがわかりました。 
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